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Ｈ27～Ｒ6
平均 29.4回

Ｈ17～Ｈ26
平均 14.1回

H7～Ｈ16
平均 11.3回

S60～Ｈ6
平均 5.9回

令和４年６月２８日
県 土 整 備 部

１ 取組概要

流域治水の取組状況について
令和7年 6月10日
県 土 整 備 部

平成３０年８月豪雨

令和元年東日本台風

令和２年７月豪雨

令和４年８月大雨

県内における1時間降雨量30mm以上の発生回数及び年間最大1時間降水量の推移（S60～R6）

 流域のあらゆる関係者が協働し、ハード・ソフト一体となって、流域全体で水害を軽減させる「流域
治水」を計画的に推進

気候変動の影響による豪雨災害の激甚化・頻発化

県内においても毎年のように
豪雨による災害が発生!!!

10年平均が５倍に増加S60～H6
平均5.9回

２ 令和6年7月大雨により溢水、越水被害が発生した荒瀬川（酒田市）等の復旧状況

令和6年7月大雨

 荒瀬川では再度災害を防止するため、令和１０年度完成を目標に河道拡幅や河道掘削による
河積拡大等を行う「改良復旧」を実施

応急工事が完了、測量・設計業務と河道掘削工事（２箇所）発注済

３０～40年前平均の13倍

←荒瀬川

 県土整備部全体の災害復旧工事は、令和７年４月30日現在で約84億円を契約

３ 主な取組状況

県が管理する全ての一級・二級河川において、洪水浸水想定区域の指定が完了

 県は全554河川のうち未指定484河川を

追加指定し、市町村へ提供

（市町村はハザードマップにより住民へ周知）

Ⅰ 水害リスク情報空白域の解消（洪水浸水想定区域の追加指定）

・全国の区域指定がない河川で浸水被害発生

・令和３年の水防法改正で、区域の指定対象

を全ての一級・二級 河川に拡大

▶▶▶ 既指定 : ７０河川（水防法の重要な河川）

▶▶▶ 村山地域 ：127河川 令和６年６月14日指定

▶▶▶ 最上・置賜・庄内地域 ：357河川 令和7年5月23日指定

追加指定のイメージ

▼ 県ホームページに
掲載する洪水浸水
想定区域図はQR
コードからアクセス
可能

被災直後及び応急復旧状況

追加指定の事例（長井市）

○長井市役所
長井駅

置賜総合支庁
西置賜地域振興局○
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H27～R6
平均29.4回

R6
78回

背
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○ 特定都市河川浸水被害対策法に基づき、法的枠組みを活用した「流域治水」の本格的実践

○ 指定により、ハード対策の加速化、雨水流出の増加抑制、水害リスクを減らすまちづくりの推進

● 石子沢川（中山町・山辺町）

市街化が進展、河道拡幅が困難

令和２年・令和４年など浸水被害発生

Ⅱ 特定都市河川制度の活用

 令和６年３月 特定都市河川指定

 令和６年４月 流域水害対策協議会を設立

 令和７年３月 流域水害対策計画を策定

▶▶▶ 各機関が浸水被害対策を実践

石子沢川流域の「流域水害対策計画」の概要

● 大旦川（村山市・東根市）

市街地を流下、下流部は、すり鉢状で水が溜まりやすい地形

最上川合流部に大旦川水門があり排水が制限、令和２年・令和6年など浸水被害発生

大旦川流域の指定ロードマップ

 令和７年度中の特定都市河川指定に向け準備

４ 緊急治水対策プロジェクト 着工式の開催

○ 令和６年７月大雨被害を受け、再度災害防止のため、短期的・集中的に浸水被害軽減対策を推進

する「緊急治水対策プロジェクト」を最上川下流・中流と日向川水系・月光川水系で策定

○ 両プロジェクトのキックオフイベントとして合同着工式を開催

 国土交通省と県で、令和７年６月15日に酒田市内で開催

 知事や関係市町村長などが出席

 事業説明、高校生の期待の言葉、着工セレモニー等

2

特定都市河川制度を活用した「流域治水」の実践イメージ

農業用水路の有効活用 田んぼダムの実施 雨水貯留浸透施設整備

指定
の

理由

指定
の

理由


